
議員紹介、議長就任あいさつ
議会構成図
令和３年度主要施策の成果を一部拝見！
令和４年第３回定例会・第５回臨時会議決結果一覧
村長・議員当選証書付与式、新人議員研修、
町村議会議員事務局職員研修会、町村議会
広報研修会、議会の動き
一般質問ダイジェスト
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村長・議員当選証書付与式
伊是名村のために頑張ります！！
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　私は公約を掲げ、結果、
あらゆる世代からご支持
をいただけたと考えてい
ます。心から感謝申し上げ
ます。公約の実現に邁進し
て参りますので、ご指導、
ご鞭撻を賜りますよう、よ
ろしくお願い致します。

　９月の選挙で初当選さ
せていただきました伊禮
正隆です。これから４年
間、村の発展のため精一杯
頑張りますので、ご指導よ
ろしくお願い致します。

　この度の村議員選挙に
「明るく夢のある村づく
り」を掲げて立候補し、初
当選する事ができました。
心から御礼申し上げます。
これからの4年間、村民の
皆様が安心して暮らせる
住みよい村づくりを目指
して頑張ってまいります。
どうぞよろしくお願い致
します。

　先の統一地方選挙で村民の付託を受けまして、

8名の議員が当選されましたことに心から感謝申

し上げます。

　9月28日の臨時議会において、第24代議長に

選出されました。どうぞよろしくお願い致します。

　伊是名村の自然景観の保全、活用策、魅力を発

信して、活力のある島、尚円王の生誕の地を構築

していきます。

議長就任あいさつ

　夢と希望にあふれる未来に向けて伊是名、伊平

屋間の架橋建設早期実現に全力で取り組んでいき

ます。

　村民に信頼される議会を信条に、村の振興発展

のために奮闘いたします。

　村民の皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、

お願い申し上げ、議長就任の挨拶と致します。

議長　潮平　そのみ
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議 会 構 成 図

■新議会構成決まる
　第5回臨時議会が９月28日（水）に１日間

の会期で開催された。選挙後初の議会である

ため、議長、副議長の選挙や正副委員長選出

等の議会構成が主な目的である。

　はじめに東江清和臨時議長の下、議長に潮

平そのみ議員が選出され、次に潮平そのみ議

長の下、副議長に伊礼正徳議員が選出された。

その後各常任委員会、議会運営委員会、広報

調査特別委員会の構成が行われた。介護保険

広域連合議会議員には東江清和議員が選出さ

れ、後期高齢者医療広域連合議会議員には前

川秀和議員が選出された。また、議会選出監

査委員に髙良真伊議員が選任された。

■委員会について(説明)
　議会には、各種委員会が設置されており、

常任委員会は議案等を詳しく審査するために

設置されています。

　伊是名村議会では、「総務常任委員会」が総

務課、住民福祉課、出納室、教育委員会、監査

委員、選挙管理委員会、その他の事務を審査

し、「経済建設常任委員会」が建設環境課、農

林水産課、商工観光課、農業委員会等の事務

を審査することになっています。

　また議会の運営が円滑に行われるように

議事の順序や進め方、会期日程等を協議する

「議会運営委員会」、議会の審議、活動状況等

を広く村民に知らせるための議会広報誌を

作成する「広報調査特別委員会」が設置され

ています。

伊 是 名 村 議 会

議 会 事 務 局

議会運営委員会 常 任 委 員 会

経済建設常任委員会総務常任委員会

広報調査特別委員会

議　長

副議長

潮平そのみ
伊礼　正徳

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

東江　清和
東江　源也
潮平そのみ
前川　秀和
髙良　真伊

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

髙良　真伊
東江　清和
伊礼　正徳
東江　源也
伊禮　正隆

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

前川　秀和
上原　長良
東江　源也
潮平そのみ
伊禮　正隆

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

上原　長良
伊禮　正隆
潮平そのみ
伊礼　正徳
東江　清和
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令和４年 第３回伊是名村議会定例会議決結果一覧

令和４年 第５回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

令和４年第３回伊是名村議会定例会は、８月22日（月）～ 25日（木）までの４日間で開催された。本定例会
に提案された議案は18件で、うち報告１件、同意３件、陳情１件、認定８件、一般質問には２名の議員が登
壇し村政について質問した。議決結果は次の通りです。

令和４年第５回伊是名村議会臨時会は、９月28日（水）の１日間で開催された。本臨時会には、選挙４件、
発議１件、同意１件が提出された。議決結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第５号 令和３年度の健全化判断比率及び資金不足比率
の報告について

健全化判断比率及び資金不足比率の報告 報　　告

議案第41号 令和４年度伊是名村一般会計補正予算（第2号）
62,413千円を追加し、総額を歳入歳出それぞ
れ4,250,814千円とする 原案可決

議案第42号 令和４年度伊是名村国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）

9,868千円を減額し、総額を歳入歳出それぞれ
213,304千円とする 原案可決

議案第43号 令和４年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
補正予算（第2号）

1,000千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ
37,927千円とする 原案可決

議案第44号 令和４年度伊是名村育英事業特別会計補正予算
（第１号）

歳入歳出の補正は無く、歳出予算の変更に伴う
補正であり、総額をそれぞれ9，075千円とする 原案可決

議案第45号 指定管理者の指定について（定住促進住宅内花
１号棟）

定住促進住宅内花1号棟の指定管理者の指定 原案可決

同意第３号 伊是名村固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

末吉　弘明　氏 同　　意

同意第４号 伊是名村固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

末吉　正己　氏 同　　意

同意第５号 伊是名村固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

東江　吉美　氏 同　　意

陳情第１号 県産品の優先使用について（要請） 県産品の啓蒙啓発 採　　択

認定第１号 令和３年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認
定について

歳入　36億5,102万2千円
歳出　35億988万円
繰越明許費　956万5千円　
実質収支額　１億3,157万7千円

認　　定

認定第２号 令和３年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　2億1,705万4千円
歳出　1億8,616万1千円
実質収支額　3,089万2千円

認　　定

認定第３号 令和３年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入　1,287万1千円
歳出　1,234万円
実質収支額　53万円

認　　定

認定第４号 令和３年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　2億4,427万6千円
歳出　2億3,709万1千円
繰越明許費　１万円
実質収支額　717万5千円

認　　定

認定第５号 令和３年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入　6,868万1千円
歳出　6,393万2千円
実質収支額　474万9千円

認　　定

認定第６号 令和３年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　1,661万8千円
歳出　743万3千円
実質収支額　918万5千円

認　　定

認定第７号 令和３年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　4億2,392万7千円
歳出　3億7,308万2千円
実質収支額　5,084万5千円

認　　定

認定第８号 令和３年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

歳入　856万3千円
歳出　696万6千円
実質収支額　159万7千円

認　　定

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

選挙第１号 議長の選挙 議長の選挙について 当選人
潮平そのみ
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　９月16日（金）、産業支援センターで村長・
議員当選証書付与式が行われた。
　髙良真伊さんが議員代表として挨拶をし、
議員当選のこれからの決意を語りました。そ
のあと高良和彦議会事務
局長による新人議会議員
の研修会を行いました。

　10月13日（木）、パシフィックホテル沖縄にお
いて研修会が行われ、議員及び職員が参加した。
　沖縄県企画部企画調整課副参事の城間直樹氏
による「沖縄振興について」と題した講演、休憩
を挟んで、全国町村議会議長会議事調査部長　飯
田厚氏による「町村議会の議員報酬と政務活動費
のあるべき姿～議会力アップのための条件整備
を考える～」と題した講演が行われた。
　また、11月16日（水）、町村議会広報研修会が行
われた。

選挙第２号 副議長の選挙 副議長の選挙について 当選人
伊礼　正徳

発議第４号 議会広報調査特別委員会設置に関する決議
議会広報の編集及び発行に関する調査を行うた
め委員会を設置 原案可決

選挙第３号 沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙
沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙につい
て

当選人
東江　清和

選挙第４号 沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
について

当選人
前川　秀和

同意第６号 監査委員の選任について 髙良　真伊 同　　意

議会の動き（※予定も含む） 令和４年９月～ 11月

9月 6日（火）
11日（日）
16日（金）

21日（水）
22日（木）

28日（水）
10月 3日（月）

5日（水）
11日（火）

12日（水）

13日（木）

17日（月）

26日（水）
31日（月）

11月 1日（火）

2日（水）

4日（金）
8日（火）

9日（水）

15日（火）

16日（水）

22日（火）

23日（水）

28日（月）

30日（水）

◦議会議員選挙　告示日
◦議会議員選挙　投票日
◦議員当選証書付与式・新人議員研修　　　

産業支援センター
◦全員協議会　
◦令和４年度 幼・小合同運動会（副議長）
　臨海ふれあい公園グラウンド
◦第５回臨時会
◦北部市町村議会議長会臨時総会（議

長・局長）　北部会館
◦北部広域市町村圏事務組合議会第

60回臨時会（議長）　北部会館
◦こども議会リハーサル
◦町村議会議長会定例総会(議長・局

長)　自治会館
◦離島振興市町村議会議長会臨時総会
（議長・局長）　自治会館

◦町村議会議員・事務局職員研修会　　　
パシフィックホテル沖縄

◦緊急患者10,000回空輸謝恩会
　（議長）　ロワジールホテル那覇
◦広報調査特別委員会
◦第７回世界のウチナーンチュ大会（議

長）　沖縄セルラースタジアム那覇

◦北部広域市町村圏事務組合設立30
周年記念式典並びに祝賀会（議長）

　万国津梁館・サミットホール
◦北部広域市町村圏事務組合議会第

61回臨時会（議長）　北部会館
◦広報調査特別委員会
◦第40回離島振興市町村議会議長全

国大会（議長・局長）
　ホテルルポール麹町（東京都）
◦第66回町村議会議長全国大会（議長・

局長）  ホテルルポール麹町（東京都）
◦令和４年度 伊是名村老人クラブ連合

会 地域交流グラウンドゴルフ打ち納
め大会　臨海ふれあい公園グラウンド

◦町村議会広報研修会（広報委員）
　自治会館
◦第44回全国土地改良大会沖縄大会

(議長)　沖縄アリーナ
◦第15回伊是名村健康フェア
   臨海ふれあい公園
◦町村議会常任委員長・副委員長実務

研修会　自治会館
◦第６回臨時会
◦令和４年 第１回こども議会

村長・議員当選証書付与式、
新人議員研修

町村議会議員事務局職員研修会、
町村議会広報研修会

新人議会議員研修会の様子

町村議会広報
研修会の様子

髙良真伊さんによる
議員代表挨拶
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東
江
清
和
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員

Ｊ
Ａ
伊
是
名
支
店
が
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設

し
て
お
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ま
し
た
、
農
産
物
直
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11
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に
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り
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、
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そ
こ
で
、「
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が
り
」
に
代
わ
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替
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設
と
し
て
、
一
括
交
付

金
等
を
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用
し
新
し
く
農
産
物

等
の
直
売
所
を
含
め
た
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市
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（
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称
）
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政
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設
で
き
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か
と
の
要
請
や
陳
情
が
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ま
す
が
、伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

代
替
施
設
と
し
て
行
政
の

支
援
で
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
の
件
に
つ
い
て
で
す
が
、
通
告

後
に
直
売
所
の
閉
店
に
つ
い
て
確

認
を
し
ま
し
た
ら
、
閉
店
の
内
容

と
し
て
は
一
時
的
な
閉
店
で
、
主

た
る
要
因
と
し
て
、
人
員
不
足
や

安
心
安
全
な
野
菜
提
供
の
体
制
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、既
存
店

舗
内
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
と

の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し

て
自
由
市
場
を
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
の
件
に
つ
い
て
で

す
が
、
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
施
設
の
目
的
、規
模
、稼

働
計
画
、
運
営
方
法
な
ど
が
不
透

明
な
た
め
、
課
題
を
整
備
し
た
上

で
交
付
金
事
業
と
し
て
成
り
立
つ

の
か
ど
う
か
、
先
の
答
弁
を
踏
ま

え
て
総
体
的
に
判
断
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。東

江
清
和
議
員

Ｊ
Ａ
伊
是
名
支
店
に
聞
き

取
り
調
査
を
し
ま
し
た
。
野
菜
販

売
の
取
引
に
は
農
薬
等
の
散
布
日

誌
な
ど
の
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

農
家
側
に
そ
の
問
題
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
、
そ
の
他
の
事
情

が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
日
本

の
農
業
の
食
糧
自
給
率
は
30
％

で
ほ
と
ん
ど
の
農
産
物
は
外
国
か

ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
国
も
地
産
地
消
を
提
唱
、地
域

の
生
産
物
は
そ
の
地
域
で
消
費
、

地
産
地
消
を
取
り
組
む
こ
と
は
、

消
費
者
、生
産
者
、消
費
と
生
産
を

つ
な
ぐ
者
に
と
っ
て
、
身
近
な
場

所
か
ら
新
鮮
な
農
産
物
を
得
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
生
産
状

況
等
を
確
認
で
き
安
心
感
が
得
ら

れ
る
等
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
各
地
域
に
行
き
ま
す
と
、

道
の
駅
や
地
域
ご
と
の
特
産
品
売

り
場
な
ど
が
あ
り
金
武
町
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
品
等
を
揃
え
た
、
い
し

じ
ゃ
ゆ
ん
た
く
市
場
等
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
行
き
ま
す
と
地
域
ご

と
の
品
々
が
あ
り
活
気
が
あ
り
ま

す
。以
前
、仲
田
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

に
物
産
販
売
所
が
あ
り
ま
し
た
が

閉
鎖
、
そ
れ
ら
の
状
況
か
ら
村
民

に
活
気
づ
け
る
場
を
一
括
交
付
金

等
を
活
用
し
て
行
政
支
援
で
造
っ

て
も
ら
い
た
い
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
の
販

売
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

野
菜
や
農
産
物
に
限
ら
ず
所
内
で

協
議
し
て
い
き
た
い
で
す
。

前
川
栄
進
企
画
政
策
課
長

一
括
交
付
金
事
業
で
今
で

き
る
云
々
と
言
う
の
は
、
こ
の
場

で
回
答
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
Ｊ
Ａ

の
状
況
や
所
内
の
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

一
括
交
付
金
の
活
用
は
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
最
適

な
補
助
事
業
メ
ニ
ュ
ー
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
農
産
物
直
売
所
の
再
開

は
農
家
を
元
気
づ
け
る
意
味
で
も

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
調
査

研
究
を
し
て
施
設
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

A

A A

Q

Q

Q自由市場（仮称）の開設
一括交付金を活用し、農産物直売所
の開設

Q

東
あ が り え

江　清
き よ

和
か ず

 議員
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Q尚円王生誕地（みほそ所）

の景観維持

仲
田
正
務
議
員

本
村
の
観
光
施
設
で
あ
る

「
尚
円
王
御
庭（
う
な
ー
）
公
園
」

に
隣
接
す
る「
み
ほ
そ
所
」
は
、
尚

円
王
生
誕
６
０
０
年
を
記
念
し
、

石
垣
の
積
替
復
旧
及
び
樹
木
な
ど

の
伐
開
に
て
景
観
整
備
を
行
い
、

歴
史
文
化
資
源
と
し
て
趣
の
あ
る

地
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、
敷
地

は
草
に
覆
わ
れ
樹
木
の
枝
や
枯
葉

が
落
ち
、
散
乱
し
て
い
る
状
況
で

す
。こ
の
地
は
、尚
円
王
の
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
県
指
定
文
化
財（
史

跡
）に
も
指
定
さ
れ
、数
多
く
の
観

光
客
が
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど

訪
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
文
化
財

指
定
さ
れ
て
い
る「
み
ほ
そ
所
」を

定
期
的
に
見
回
り
、
維
持
管
理
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

照
屋
巧
教
育
長

文
化
財
は
、将
来
に
渡
り
保

存
す
べ
き
貴
重
な
財
産
で
す
。
法

令
や
条
例
な
ど
に
よ
り
適
正
に
管

理
・
保
護
さ
れ
、
そ
れ
ら
文
化
財

の
活
用
は
観
光
資
源
や
教
育
に
も

資
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
県
指
定
文
化
財「
み
ほ

そ
所
」
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
が
行
う
と
さ
れ
て
お
り
な

が
ら
、
ご
指
摘
の
通
り
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
と

し
て
大
変
申
し
訳
な
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
議
員
の
ご
指
摘
の
と
お

り
定
期
的
に
巡
回
し
、
適
切
な
維

持
管
理
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

仲
田
正
務
議
員

私
が
通
告
を
し
て
か
ら「
み

ほ
そ
所
」
の
清
掃
や
石
積
の
修
繕

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
を
見

て
教
育
長
と
教
育
振
興
課
長
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。
現
場

に
行
っ
た
時
の
感
想
を
伺
い
ま
す
。

照
屋
巧
教
育
長

写
真
を
見
て
そ
し
て
現
場

を
見
て
、
大
変
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
す
。
自
分
た
ち
が
文
化
財
を

大
切
に
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
兼
ね
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　

観
光
客
あ
る
い
は
村
外
の
方
が

来
た
時
に
、「
こ
こ
が
本
当
に
尚
円

王
の
生
誕
地
か
」
と
残
念
な
思
い

で
帰
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
後
二
度
と
そ
う
い
う
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
維
持
管
理

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。兼

元
清
永
教
育
振
興
課
長

観
光
に
訪
れ
る
方
々
の
気

持
ち
を
損
な
う
も
の
と
、
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
美
化
環
境

に
力
を
入
れ
る
本
村
の
趣
旨
に
も

そ
ぐ
わ
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
気
を
付
け
て
管
理
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

仲
田
正
務
議
員

上
司
が
実
際
見
て
感
じ
な

い
限
り
、
部
下
へ
の
指
導
も
指
示

も
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
該
場
所
は
文
化
財
指
定
場
所
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
ら
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
以
前
は
、
個
人
の
方
が
そ

の
敷
地
を
管
理
さ
れ
て
い
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
ま
で

管
理
さ
れ
て
い
た
の
か
。
な
ぜ
こ

れ
ま
で
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
の

か
を
伺
い
ま
す
。

兼
元
清
永
教
育
振
興
課
長

「
み
ほ
そ
所
」に
つ
い
て
は
、

現
在
の
記
憶
の
中
で
個
人
の
方
に

管
理
を
委
託
し
た
と
い
う
経
緯
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
管
理
の
あ
り
方
と

し
て
は
、
村
の
観
光
施
設
で
玉
御

殿
・
銘
苅
家
・
あ
る
い
は
逆
田
の

草
刈
り
な
ど
は
、
商
工
観
光
課
の

方
々
が
定
期
的
に
や
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が「
み
ほ
そ
所
」
に
つ
い

て
は
、
行
き
届
か
な
い
と
い
う
理

由
で
管
理
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会

の
方
で
し
っ
か
り
責
任
を
持
ち
管

理
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仲
田
正
務
議
員

隣
接
す
る
御
庭
公
園
は
、

商
工
観
光
課
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

事
業
で
、
美
し
い
公
園
施
設
が
維

持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
ほ
そ

所
は
現
状
の
ま
ま
だ
と
、
本
村
の

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
大
き
な

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
は
政
策
的
な
対
策
を
講

じ
ま
す
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

仲
な か

田
だ

　正
ま さ

務
む
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　村民の皆様こんにちは。議会構成が新しく

なり今期の広報調査特別委員長に選出されま

した。

　村民の皆様にわかりやすく読んでいただき、

議会のことが身近に感じられるような広報誌

づくりに、広報委員一丸となって頑張ってま

いります。どうぞよろしくお願い致します。

　　　広報調査特別委員会委員長　上原長良

ザ・学生Ⅱ
vol.29

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる
学生を紹介するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ
子は沖縄県立南風原高等学校と沖縄県立首里高等学校に
通うお二人です。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
唄
や

踊
り
に
興
味
が
あ
っ
た
里

帆
さ
ん
は
、
祖
母
や
叔
母

さ
ん
が
演
舞
を
や
っ
て
い
た

こ
と
に
影
響
を
受
け
、
琉

球
舞
踊
を
や
っ
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
進

路
選
択
の
時
期
に
自
分
が

好
き
な
こ
と
を
し
た
い
と

南
風
原
高
校
の
郷
土
文
化

コ
ー
ス
に
進
む
こ
と
を
決

め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
沖
縄
本
島
で

の
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
。

し
か
し
、
時
代
は
コ
ロ
ナ

禍
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
学
校
は

休
校
や
分
散
登
校
な
ど
を

繰
り
返
し
ま
す
。
や
っ
と

通
常
登
校
が
始
ま
り
ま
す

が
、
踊
り
に
つ
い
て
初
心
者

だ
っ
た
里
帆
さ
ん
は
周
り

の
生
徒
た
ち
の
舞
踊
や
三

　

島
の
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る
と
、

「
自
分
の
こ
と
は
自
身
で

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
積
極
的
に
人
前
に
出

る
訓
練
な
ど
を
す
れ
ば
武

器
に
な
る
」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

奈
波
さ
ん
は
大
学
進
学

を
目
標
に
首
里
高
校
に
進

学
し
ま
す
。
学
校
生
活
は

沖
縄
本
島
内
に
あ
り
、
離

島
出
身
の
生
徒
の
住
拠
点

に
使
用
さ
れ
る
「
沖
縄
県

離
島
児
童
生
徒
支
援
セ
ン

タ
ー
（
群
星
寮
）」
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
。
入
学
早
々
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
ま
と
も
に
受
け
、
入

学
式
や
学
校
行
事
が
次
々

と
変
更
さ
れ
て
い
く
状
況

で
し
た
。
や
っ
と
落
ち
着
い

線
の
技
術
に
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
前
向
き
に
取

り
組
み
ま
す
。
す
る
と
先

生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち

が
助
け
て
く
れ
て
、
み
る

み
る
と
上
達
を
み
せ
ま
す
。

生
活
面
で
は
一
人
暮
ら
し

の
中
で
寂
し
さ
や
家
事
と

向
き
合
い
な
が
ら
、
自
分

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
定
着

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
３
年

生
に
な
り
踊
り
の
技
術
な

ど
に
も
自
信
が
で
て
き
ま

し
た
。
部
活
動
は
文
化
郷

土
部
に
所
属
。
地
域
に
出

向
き
、
演
舞
を
行
う
と
い

う
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

里
帆
さ
ん
は
故
郷
の
伊
是

名
島
で
の
公
演
を
提
案
し

ま
す
。
熱
意
が
通
じ
、
来

年
に
は
公
演
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
、
故
郷
に
錦

を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
親
や
地
域
の
み
な
さ

ん
の
前
で
演
舞
で
き
る
こ

と
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

卒
業
後
は
働
い
て
、
親

の
助
け
に
な
り
た
い
と
就

職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。「
ま

ず
は
社
会
に
飛
び
込
ん
で

多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

た
頃
に
期
末
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
競
争
の
激

し
さ
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

や
は
り
勉
強
も
本
腰
を
入

れ
て
頑
張
ら
な
い
と
い
け

な
い
な
と
感
じ
ま
す
。
２

年
生
に
な
る
頃
に
は
行
事

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ダ
ン
ス
大
会
で
所
属
ク
ラ

ス
が
優
勝
す
る
な
ど
、
高

校
生
活
の
醍
醐
味
も
や
っ

と
経
験
し
ま
す
。
資
格
試

験
に
も
挑
戦
し
、
将
来
を

見
据
え
て
、
勉
強
に
も
励

み
ま
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
将
来

の
夢
で
あ
る「
看
護
師
」を

目
指
し
て
県
内
大
学
に
進

学
し
ま
す
。
家
族
に
医
療

従
事
者
が
い
て
崇
高
な
仕

事
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
今
後
、
推
薦
で
の

合
格
を
目
指
し
て
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る
と

「
自
分
が
や
り
た
い
事
と

将
来
や
っ
て
み
た
い
事
を

な
る
べ
く
早
く
イ
メ
ー
ジ

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
金
銭

感
覚
も
磨
く
こ
と
も
重
要
」

と
し
っ
か
り
と
考
え
な
が

ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

沖
縄
県
立
南
風
原
高
等
学
校

（
３
年
生
）

仲な
か

田だ

　
里り

帆ほ

さ
ん

（
勢
理
客
）

沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校

（
３
年
生
）

神か
み

里ざ
と

　
奈な

波な
み

さ
ん

（
内
花
）

広報委員コメント

広報委員（左から）：潮平そのみ、伊礼正徳、上原長良、伊禮正隆、
東江　清和
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